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６月１５日（水）、登校時避難訓練を行いました。朝７時２

５分頃、大きな地震が発生し、津波襲来の恐れがあるとの想

定です。登校途中の児童は、直ちに高台へ避難しました。

本校児童の多くは、東日本大震災

の時に津波に襲われた地域を通って

学校に通っています。今年度はスク

ールバスの廃止に伴い、徒歩での通

学がほとんどです。登校途中、もし

くは下校途中に災害が発生した場合

は、自分自身の力で乗り切らなくてはなりません。もちろ

ん、見守り隊の方々が毎朝登校を見守ってくださっており、

もしもの場合は助けてくれることと思います。でも、どん

な時でもそうあるとは限りません。特に高学年の皆さんは、

自分で判断し行動することが求められます。

訓練前日の１４日、避難訓練の事前学習会で４・５・６年は、あらためて津波の

ことについて簡単に学びました。「津波はいつやってくるか分からない。」「津波の

前兆も不確定」「地上でも波は世界陸上短距離選手並みの速さで向かってくる」だ

から「まずは高いところへ避難する」ことと、その際の避難

場所について確認しました。

１５日当日は、一部避難場所の変更はありましたが（地震

発生連絡の時にいた場所による）、児童

全員がしっかりと避難できました。こ

のような訓練を積み重ねることで、災

害に対応できる力を身につけていって

欲しいと思います。協力いただいた見

守り隊の皆様、保護者の皆様、避難場所を提供していただい

た皆様、誠にありがとうございました。今後、今回の訓練を

再検証し、より安全で確実な避難のしかたについて検討して

参ります。大切な命を守るために。

避難場所はどこかな

津波はどこまできた？

月山神社へ避難完了

予定変更し月山団地公園へ

学校教育目標
かしこく（本気）

やさしく（優気）

たくましく（元気）



６月４日（金）、朝から風が強く、断

続的に停電があったりするなど、不穏な

雰囲気でした。昼過ぎに洪水警報が、午

後１時１７分には大雨警報が出ました。

子どもたちの下校時刻である午後３時こ

ろまでに天気が回復する見通しがたちま

せん。また、各種データや見聞情報から

気仙川や長部川が増水しているとの情報

も入ってきていました。それらのことか

ら、保護者引渡しの上での一斉下校を決

しました。急な決定にもかかわらず、す

べてのご家庭で迎えに来てくれました。

感謝の限りです。

今後も、洪水警報等で下校時の安全が

確保できないと判断した場合には、保護

者への引渡による下校ということもある

かもしれません。さらに、川の水が危険

水域を越えた場合や、津波注意報以上が

発令された場合には、安全が確認ででき

るまでは原則として学

校待機となります。保

護者の皆様には気象関

係の警報や津波関係の

注意報が出た際には、

オクレンジャーにご注

意ください。

何もなければ一番いいのですが。

雨にも負けず・・・

高田が大雨に見舞われていたその時、

６年生は１泊２日の修学旅行の真っ最

中。心配された雨を避けるために、予定

を大幅に変更し、１日目が岩山パークラ

ンド。いい天気の中思い切り楽しみまし

た。小岩井農場、平泉など、岩手の名所

を回り、岩手の良さ

を再発見できました。

いい２日間でした。

６月１９日（土）、早朝、 PTA 環境整
備作業を行いました。３０名以上の保護

者の参加があり、校舎内外の窓磨きやほ

こり落とし、側

溝さらいなど日

頃できない部分

を丁寧に整備し

てもらいました。

ありがとうござ

いました。

６月１６日、プール清掃を行いました。

プール開きは６月

２８日です。

本校は屋内プー

ルなので雨が降っ

ても大丈夫。今か

ら楽しみです。

◎６月７日（月）、奥州市のライブハウ

スの経営者の浜田様、そして同店のスズ

キ店長および八木沢商店河野会長、元市

教育長金様が本校においでになり、ライ

ブハウスのお客様などから集めた支援金

１５万円を渡してくれました。また、素

晴らしい歌声も聞か

せてくれました。お

礼に５・６年生のけ

んか七夕太鼓を披露

しました。

◎茨城県のスーパー

カスミ様では、毎年

明日暦を作成し、その売り上げを当市の

教育活動等に支援してくださっていま

す。今年も本校へ３０万円もの支援を「い

ただきました。

※まだ、被災地に思いを寄せて活動して

くださっていることに感謝し、有効に活

用させていただきます。ありがとうござ

います。


